そうすれば聖霊様が、十字架にかかり、死なれ、そして再び蘇られ、栄光のうちに生
きておられるキリストを、私たちの心の中に与えてくださるのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 一、完全な明け渡し　　完　）
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　　　　　　　　　アンドリュー・マーレイ（Andrew Murray)
　　　　　　　初版：１８９５年　シカゴ　ムーディプレス
翻訳　中村佐知
アラムの王ベン・ハダテは彼の全軍勢を集めた。彼には３２人の王と、馬と戦車と
があった。彼はサマリヤに上って来て、これを包囲して攻め、町に使者たちを遣わ
し、イスラエルの王アハブに、言わせた。「ベン・ハダテはこう言われる。『あなた
の銀と金は私のもの。あなたの妻たちや子どもたちの最も美しい者も私のものだ。」
イスラエルの王は答えて言った。「王よ。仰せのとおりです。この私、および、私に属するものはすべてあなたのものです。」　

（列王記第一　２０章１-４節）

ベン・ハダテが要求したものは、「完全な明け渡し」でした。そしてアハブが差し出したものはまさにアハブに求められていたもの、すなわち「完全な明け渡し」だったのです。
私は、「王よ。仰せのとおりです。この私、および、私に属するものはすべてあなたの
様のための働きがいかに弱々しくまた罪にまみれているかを告白したなら、今度はもう一度自分のことに立ち返ってみましょう。自我に生きる生活の力から解放されるこ
とを心の底から本当に望んでいる人はいますか？　自我と肉の力というものは本当に存在するということを心から認める人はいますか？　そしてそれらのものを、喜んでキリストの足元に投げ捨ててしまおうという人はいますか？　解放はあるのです。

私はある熱心なクリスチャンが、別離や死というものは「残酷な」考えであると言っているのを聞いたことがあります。しかしあなたはそのようには思いませんよね？　私たちが考える別離や死とはどのようなものでしょうか？　それはこれです。
死とは、キリストが歩まれた栄光への道です。
御前に置かれた喜びのゆえに、イエス様は十字架を忍ばれたのです。
十字架はイエス様の永遠に続くご栄光が生まれた場所でした。
キリストを愛しますか？　キリストのうちに生きるものとなることを切望しながらも、キリストのようにはなりたくないと思っていますか？　死こそがあなたにとって、こ
も必要なこと、最も説教されなくてはならないメッセージは何だと思いますか、と。彼は非常に穏やかな口調で、短く、きっぱりと答えました。
「神への完全な明け渡しです」

この言葉に私は、かつてないほど強く打たれました。その人は、彼が接している働き人のうち、この点で健全な者は、たとえ進歩は遅くとも、喜んで教えや助けを受け入れ、常に向上していきますが、不健全な者は、往々にして退歩し、働きから離れてしまうと語ってくれました。神の満ち満ちた祝福を受けるための条件は、神への「完全な明け渡し」なのです。

そして、いま私が神の恵みによって、あなたがたに伝えたいと願うメッセージは、このことです。----すなわち、天におられるあなたの神は、あなたが自分のため、また周囲の人々のために祝福を求めて祈った祈りに、このような問いかけを返されるので
の御前に進みでるのです。そして私たちは御父に膝をかがめてこうお願いするのです。
「私たちの内なる人の中におられる聖霊様の力によって私たちを強め、神様の偉大な
る力で私たちを満たして下さるように」と。
そうすれば聖霊様がキリストを私たちに現わしてくださるにつれて、キリストが私たちの心の中に永遠に住まわるようになり、私たちの自我の生活は追い出されるのです。

今、神の前にへりくだって身をかがめましょう。そしてそのへりくだりのなかから、神様に対して教会全体のために告白しましょう。
地上におけるキリストの教会の悲しむべき状態について語れる言葉はありません。
私が時々感じるこの思いを表わす言葉があればよかったのにと思います。あなたの回りにいるクリスチャンのことを思い浮かべてごらんなさい。
名前だけのクリスチャンや口先だけのクリスチャンのことを言っているのではありません。私が言っているのは、何百何千といる誠実で熱心ではあるけれども神の栄光のために生きていない、また神の力の中で生かされる生活をしていないクリスチャンた
さる以外に良いものはないのです。

神様は太陽を、月を、星を、花々を、木々を、草をお造りになられました。これらのものは全て完全に神様の御手に明け渡されているではありませんか？　神様が御心のままにこれらの被造物の中でお働きになることに、みな全て委ねてしまっているのではありませんか？　
神様が百合をその美しさでお飾りになるとき、
百合は神様がその美しさを完成させて下さる　　　　

ことに自らを委ね、明け渡し、預けきってい
るのではないでしょうか？　
そして神によって贖われた子供たちよ、あぁ、神はたとえ半分、あるいは一部だけでもいいからあなたがたが神の御手に明け渡すことをするのなら、どれだけその働きをあなたがたの中でなさることが出来るか、わかりますか？　でも神様はなさることが
明け渡されていないのであれば、神はあなたを満たすことが出来ますか？　あなたを祝福することが出来ますか？　出来ないのです。
神が私たちのために素晴しい祝福を用意しておられることを信じようではありませんか。神のために立ち上がり、たとえ心が自信のなさゆえにうち震えていようとも、信仰をもってこのように祈ろうではありませんか。

「おお、神よ、私はあなた様の要求を受け入れます。この私、および、私に属するものすべてはあなたのものです。『完全なる明け渡し』こそ、あなたの神聖なる恵みによって私の魂があなた様に差し出すものです。」

あなたは自分で期待するほどには、それほど強くはっきりした解放感を覚えないかもしれません。しかし、神の御前にへりくだり、あなたが自我や自分に対する自信や努力に頼ってきたことにより聖霊様を悲しませていたことを認めましょう。そのことを告白しつつ主の御前にへりくだり身をかがめ、あなたの心を砕き主の前に塵としてく
渡されています。この建物は宗教的な働きのために全く引き渡されています。　それでは、新生によってあなたが神様からいただいたその永遠の命、新たなる性質において、もしもあなたが神様に完全に明け渡されることをしないのなら、神様は毎日毎時間、あなたのなかで神様の御業を働かせて下さることが出来ると思いますか？　出来ないでしょう。ソロモンの宮殿は、それが神様に捧げられた時、神様に対して完全に明け渡されました。私たち一人一人も、生ける神がお住まいになりその御業を偉大なる御力を持って成して下さっている神の宮なのです。ただし、たった一つの条件のもとにです。それが神様への完全なる明け渡しです。神様はそれを求めておられます。神様はそれを私たちから受け取るにふさわしいお方です。そしてそれを得ることなしには、神様は私たちのなかで祝福に満ちた御業をなさることができないのです。

しかし、神様はそれを当然のこととして要求するだけではありません。神様ご自身がそれを成して下さるのです。
そうです、生ける神は神の子供たちのなかで、私たちには理解できないけれどもしかし御言葉の中で明らかにされているような方法で、事をなしてくださりたいと願って
おられるのです。そしてそれを一日中、すべての時においてそのようになさりたいと願っておられるのです。神様は喜んで私たちの人生を支えようとしておられるのです。私たちはただ、自分の完全な明け渡しを、単純で、幼子のような、無制限の信頼としようではありませんか。

神はわたしたちが明け渡すとき、祝福してくださる

この、神への完全なる明け渡しは素晴しい祝福をもたらします。

アハブが敵のベン-ハダデ王に言ったこと、すなわち「王よ。仰せのとおりです。この私、および、私に属するものはすべてあなたのものです。」という言葉を、私たちもまた、私たちの神、愛に満ちた御父に言おうではありませんか。もし私たちがこれを言うなら、神の祝福が私たちのうえに注がれるでしょう。
れるのです。聖書にはこのように書いてありませんか？　
「神は、みこころのままに、あなたがたのうちに働いて志を立てさせ、
事を行わせてくださるのです。」　　　　　（訳注　ピリピ２：１３）　
そして、それこそ私たちが求めるべきことです。
--ひれ伏しつつ神の御前に出て、心がこう信じるようになるまでそこにとどまりましょう。永遠の神ご自身が、私たちに代わって、誤ったものを追い出し、悪いものを打破し、ほむべき御前でみこころにかなうことを行なってくださるのだ、と。
神ご自身が、あなたの中で事をなしてくださるのです。

旧約聖書の中の人々、たとえばアブラハムをごらんなさい。神は偶然に、この信仰の父であり神の友であるこの男を見い出したのだと思いますか？　アブラハム自身が、そのような信仰を、そのような従順を、そのような献身を、神とは関係なしに自ら持
こういう人もいるかもしれませんね。「そんなこと、可能ですか？」

私はお尋ねしましょう。神があなたに約束して下さったことは何ですか？　神に対して完全に明け渡されている器を満たすために、神は何をなさることが出来ますか？　あぁ、神はあなたが期待する以上の方法であなたを祝福することを願っておられるのです。
この世のはじめから、

耳はまだ聞いたことがない、目もまだ見たことがない、神を待ち望む者のために

神が備えてくださったものはそのようなものではありませんか。

（訳注　第一コリント２：９）

神様は、まだ聞いたことがないようなもの、あなたが想像出来る以上にはるかに素晴
れない、全てに勝利を得ることが出来るなど、とてもそんなことが言えるほど大胆にはなれない。」
もしもそんな恐れがあなたの中にあるのでしたら、私はあなたのために祈ります。
どうかあなたが今、あなたの神を信頼し、それが可能であると知るようになりますように。このように言ってみてください。
「わが神よ、あなたが私を喜んで願う者に変えて下さることを喜んで願います。」
もしも何かがあなたをためらわせているなら、あるいはこのような犠牲だけは払いたくないと思うものがあるならば、今、神の御前に出て来て下さい。そしてあなたの神がどんなに恵み深いお方であるかを知ってください。恐れることはないのです。神様は、あなたに与えもしないものを、無理矢理よこせと云うようなお方ではありません。

神様は、この完全なる明け渡しを私たちの中で実現してくださろうと御手を差し伸べてくださっているのです。あなたの心の中にある、こうした葛藤や渇仰や切望の一切は、まさに、天来の磁石なるキリスト・イエスがあなたを引き寄せようとしておられ
あなたがたの中にはあの年老いた聖徒の言葉を読んだことがある人もいるでしょう。９０歳の誕生日に、神がどれだけ素晴しいことを彼にして下さったかを語ったあの神
の僕・・・　ほら、ジョージ・ミュラーのことですよ。　ジョージ・ミュラーは彼の幸福の秘密、そして神が彼にお与えになった全ての祝福の秘密は何であると信じていると言っていましたか？　彼はそれには二つの理由があると信じていると言っていましたね。
一つは、神の御前に日々偽りのない良心を保つことを恵みによって可能にさせていただいていたこと、もう一つは彼は神の御言葉をこよなく愛していたこと。
あぁそうです。偽りのない良心を日々神の御前に保つとは、つまり神様に対して完全に従順であったことですね。
そして神の御言葉と祈りを通して神様と日々交わりを持つとは、すなわち完全な明け渡しの生活をするということです。
そのような人生には二つの側面があります。
神はあなたが明け渡すとき、それを受け入れてくださる。

神は私たちの心の見えない部分で働かれます。聖霊様の隠れた御力により、私たちが前に進みでて言葉に出すようにと促して下さいます。そしてその時私たちは、「完全な明け渡し」を神様に委ね、差し出さなくてはなりません。
しかし覚えておいてください。あなたがその完全な明け渡しを神の御前に差し出すとき、もしかしたらあなたの感情や良心においては、それがまるで不完全なものであるかのように思え、疑ったりためらったりするかもしれません。そして「これは『完全』だろうか？」と思うかもしれません。　　
しかし、おぉ、キリストがある時ある男にこのように言ったことがあったのを思いだしてごらんなさい。

「信じる者には、どんなことでもできるのです。」

しかし聞いてください！　それは、私がこれからあなた方に言おうとしていること、思い出していただこうとしていることを、あなたが信じないからなのですよ。
神様があなたの中で完全なる明け渡しの御業を始められたとき、またあなたの明け渡しを受け入れて下さったとき、神様はご自身がその面倒をみ、保持するよう助けてくださるということを約束して下さったのです。あなたはそれを信じますか？

この「明け渡し」ということに於いては、たった二人しかいません。
それは神と私です。私は虫ケラ、神は永遠のお方、全智全能の主であられるお方です。　虫ケラよ、あなたは今この全能の主である神に信頼して自分自身を委ねるということを恐れるのですか？　神様は喜んでそれをなさろうとしておられるのですよ！　
神が、絶えることなく、日毎に、瞬間瞬間に、あなたを保って下さることが出来るお方だと信じられないのですか？

この一瞬一瞬、私は神の愛の中に保たれている

御霊を通して」御自身を神へのいけにえとしてお捧げになったと書かれていますね。全能の神の御霊が、イエス様がそれを出来るようにとなさしめたのです。それにもかかわらず、なんという苦悩と恐れが、また胸が引き裂かれんばかりの悲しみが、イエス様を襲ったことだったでしょう！　そしてイエス様はいかに祈られたことか！　
外見上は、聖霊様が強大な力をもって働いているようには全く見えませんが、そこに神の御霊はおられたのです。これと全く同じように、たとえあなたが、自分では弱々しく、心に戦いを覚え、震えおののいているとしても、神の御霊の隠れたお働きを信ずる信仰によって、恐れることなく、自分自身を委ねて下さい。


そしてあなたが完全なる明け渡しに自らを委ねるとき、神様がそれを受け入れてくださるのだということを信仰によって受け入れて下さい。それこそが大切な点であり、往々にして見落とされていることなのです。明け渡しということに関して、信者はこのように神にむかって完全に心を開いているべきなのです。
あなたのために祈ります。神に向かって完全に心が開かれますように。
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